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地域密着型の健康支援活動「サテライト・デイ」は， 2005年度からA短期大学看護学科が開始した地域貢献
活動である。2007年度からB地区に新たに開設した「サテライト・デイ」は， A市市街から車で約30分離れた
中山間過疎地域である。今回， 2008年度のこの取組みに参加したB地区在宅高齢者の健康チェックデータを分
析した。特に，転倒骨折リスクとその予防への課題を明確にすることが目的である。
対象者の特徴は，平均年齢が76.6歳，家族構成をみると，独居，夫婦世帯，老親と同居を含めて「高齢者の
みの世帯」が18名 (37.5%)であった。体調不良と答えた人が半数であった。転倒骨折リスクでは，骨密度・
足指チェッカ ーで見た分類では約20%が，落下棒テスト・ファンクショナルリ ーチテストで見た分類では35%
がリスクが高い結果となった。今後は，チェック項目を増やし，生活環境や食事などへの指導も含めて，転倒
骨折予防への対策を工夫する必要性が示唆された。
（キーワード）在宅高齢者，転倒骨折リスク，集団活動
はじめに
国民生活基礎調査!)によれば，介護が必要になった原因
は，脳血管疾患，高齢による老衰に続いて，骨関節疾患お
よび骨折・転倒を合わせて第 3位である。下肢筋力や身体
バランス能力の低下，骨粗慇症などによって高齢者の転倒
や骨折のリスクは高く，加齢と治療に伴う廃用症候群や転
倒後症候群の発生の危険性も大きい。そのため，転倒・ 骨
折後の高齢者の生活範囲を狭小化し QOLを低下させる大
きな要因の 1つにもなる。
以上のことから，転倒・骨折の予防は老年看護学におけ
る重要な課題であり，地域に生活する健康高齢者に対して
は自立生活の維持や健康寿命の延伸に寄与できるものであ
る。
地域密着型の健康支援活動「サテライト・デイ」は， 2005
年度からA短期大学看護学科の地域貢献活動2)である。自
宅から歩いて集まれる公民館や市民センターを会場に， A
短大の教員と学生が企画運営 3)する，月 1回程度の健康増
進・ 介設予防を目的としたサロンである。地域の在宅高齢
者の社会的孤立の予防や，生きがい対策として効果を上げ
ている 4)5)。2007年度から新たにB地区に会場を設定，地
域の老人クラプや福祉ネットワークのなどの支援組織の協
力を得て「サテライト・デイ」を企画運営している。今回，
B地区「サテライト・デイ」の参加者の健康支援に必要な
課題を明確にするために2008年度の健康チェックデータを
分析した。在宅高齢者の転倒予防に関する集団指導につい
ては．意図的に被験者を集めて検討した報告6)7) 8)はある
ものの，継続した取組みの中での評価に関する報告は少な
い。本論では，健康増進・介護予防の「サテライト・デイ」
活動の中で，転倒・骨折予防に関するデータと参加者の属
性， 日常生活活動との関連をみることで．今後の活動への
課題を明確にすることである。
I. 研究目的
地域密着型健康支援活動に参加する在宅高齢者の，転倒
リスクと転倒予防への課題を明らかにする。
I . 研究方法
1. 調査対象
A短期大学が企画運営する地域密着型健康支援活動「サ
テライト・デイ」（以下デイと略す）において， 2008年度事
業5回のうち 1回以上参加した人48名を分析対象とした。
デイに登録しているのは在宅高齢者は95名で， 2009年3
月に実施した参加意識とデイの評価に関するアンケート調
査に回答のあった69名のうち， 2008年度の参加者が上記48
名である。
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